
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25 年度保護者アンケート調査 集計結果      調査対象：全学年保護者(回収数 546 名) 

【考察①】 

質問全体を通して「そう

思う」「少しそう思う」とい

う肯定的な回答は 80％～

98％に分布している。特に

子どもたちは諸行事を楽し

みにしているということが

うかがえる。 

 

【考察②】 
個に応じた指導の工夫につ

いて肯定的回答は、昨年度か

ら 3％上昇の 80％、悩みや相

談などに適切な対応を行って

いるという質問に対しては昨

年度から 4％上昇の 83%と、

若干ながら増加している。保

護者のみなさんの「子ども一

人ひとりを丁寧に見てほし

い」という願いを真摯に受け

止め、今後も引き続き授業時

間を有効に使うなどの方策を

取っていきたい。 



 
 
 
 
 
 

【考察① 友だち関係】 昨年度同様、「友だちとなかよくしている」と肯定的に回答している児童は 94％と多い。そして、「友だちに対して優しくしたり助けたりしている」と

肯定的に回答している児童は 83％、また逆に、「友だちから教えてもらったり助けてもらったりしている」と肯定的に回答している児童は 89%であった。今後も引き続き、児童

同士が友好な関係を深めていけるようコミュニケーションのとり方を支援するなどして見守っていきたい。 

 
【考察② 学習面】 学習面について、「楽しい」76％、「理解している」84％と肯定的に回答している児童は多い。しかし、「自分で問題を見つけたり調べたりすることができる」

と回答している児童は 48％、また「考えたことや思ったことをノートに書いたり、進んで話したりしている」と回答している児童は 54%と非常に低い。自己表現することに対して

苦手意識をもっている児童は少なくないので、今後児童が自信をもって自己表現できるような授業作りを目指し、自己肯定感を持たせられるような声かけをしていきたい。 

平成 25 年度児童アンケート調査 集計結果      調査対象：4・5・6 年生 (回収数 336 名) 


